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看護師からアナウンサーへ転身

Abe Yuka　25　赤荻

　看護師時代から心がけているのは、人の

話を良く聞くこと。相手の話をうまく引き出
すよう、子供と話すときは同じ目線で、お
年寄りには方言を交えて会話するなど、工
夫を凝らしています。
　「やりたいと思ったら必ずやらないと」と
意志を曲げない性格の由佳さん。お茶の間
に自分のアナウンスが流れることを目指し
て、日々勉強しています。

＊市政情報課で社会体験学習を行った、髙橋南
な

々
な

花
か

さん（花泉中2年）が本記事の取材をしました
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　幼稚園の頃の夢は、看護師かアナウン

サーだったという由佳さん。高校時代、進
路の選択に迷い、働く場所が多いという理
由で看護師を選択。今年3月までの3年間
は県立病院で働いていました。
　しかし、アナウンサーになりたいという

思いは日に日に大きくなっていました。
　25歳の夏、由佳さんに転機が訪れます。
24歳の頃に首を痛め、看護師の仕事に体
が耐えられないと感じていたこと。そして、
新聞で一関ケーブルネットワークのアナウ

ンサーの求人を見つけたことでした。
　求人には、25歳までという年齢制限。
「運命だと思いました」と当時を振り返る由
佳さん。夢を追うのは今しかないと採用試
験を受験。見事合格し、今年の4月から報
道という新たな道を歩んでいます。
　現在は、アナウンサーの見習い中。アナ

ウンスの練習をしたり、番組の原稿を作っ

たりと慌ただしい毎日を過ごしています。
取材では、カメラ片手に、たくさんの場所
に足を運び、多くの人と出会います。「何も

かもが真新しく、新鮮に感じています。何
気なく見ていた番組でも、視聴者が聞き

取りやすいアクセントや、間の取り方など

の工夫がたくさんあります。先輩アナウン

サーのレベルの高さを感じます」と真剣な

表情の由佳さん。
　看護師だった自分と、今の自分。変わっ

たのは表情。「入社した当時は固い表情
だったが、今は柔らかくなった」と友人に

も言われるとのこと。「表情が明るくなった

ことで、気持ちも明るくなり、声のトーンも

変わりました」と実感。

1989年一関市生まれ。
地元の高校を卒業後、
08年に県立磐井病院に

看護師として就職。アナ

ウンサーになる夢を実現
するため昨年度で退職。
本年4月から一関ケーブ

ルネットワークに入社し
た。アナウンサーになる

ため猛勉強中。市内を取
材で飛び回り、番組作り
を手がけている。
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